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	Hakuba Jr.forum
	ジュニアフォーラムって？
	　一人ひとりがこの１年間で見つけた「学び」や「気づき」を自分らしく発表する場。　自分の考えを分かりやすく届ける力を伸ばしながら、発表を通して自分自身の成長にも気づくことができます。
	　また、友だち同士で発表を見合うことで互いの良さや新しい一面を知り、つながりが広がるあたたかい場になることをめざしています。
	　「学ぶっておもしろい！」
	　「伝えるって楽しい！」
	そんな気持ちを共有しながら、みんなでつくる明るい発表のステージが「白馬ジュニアフォーラム」です。
	タイムスケジュール(予定)

	13:20 はじめの会
	13:30 ２年生の発表
	14:15 １年生の発表
	15:00 ３年生の発表
	15:50 おわりの会

	～昨年の感想より～
	自分の発表で聞き手の雰囲気を変えることができた。今までやってきた発表より踏み込んだ感じでやれていい経験になった。
	今までにない挑戦を自分なりにしてみたことで、少し自分が成長できた気がします！
	様々な人の講演会を聞いたことで、今の自分につながり、学びを広げることができた。より伝わりやすくするための工夫を考えることがとても楽しかったし、いい学びになった。
	目線を意識して話すことができ、自分の発表にとても満足している。白馬を本気でより良くしようとしているのが伝わってきた。
	ポーズ(間)をとることの難しさを痛感したと同時に、責任の大きさと司会の楽しさを知ることができて、すごく良い会となった。白馬の人だけでなく、たくさんの人に想いを伝える場があると良いと感じた。
	問いかけがいっぱいあったからか、真剣に話している姿からか、心に残るプレゼンですごかった。これからも白馬のことについて考えていけるといい。


